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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,骨と結合する生体活性と高い執性を併せ示す人工骨用材料を設計する情針を研究した結果を
まとめたもので,得られた主な成果は次の通りである｡
1.Na20-CaO-SiO,系及びM20-TiO2lSiO2(M-Na,K)系ガラスについて,擬似体液中における
それらの表面でのアパタイト形成能を調べ,カルシウムやリン酸を含まないアルカリケイ酸塩やアルカリ
チタン酸塩のガラスでも生体活性を示し得ることを明らかにした｡
2.これらの結果に基づき,チタン金属に水酸化ナトリウム水溶液処理を施すと,表面にチタン酸ナト
リウムのゲル層が形成され,擬似体液中でその表面にアパタイト層を形成するようになること,及び続い
て加熱処理を施すと,表面層がアパタイト形成膜を失うことなく非晶質チタン酸ナトリウム層として安定
化されることを明らかにした｡すなわち,これらの簡単な表面処理により生体活性と高敵性を併せ示す材
料が得られることを示した｡
3.同様の水酸化ナトリウム水溶液及び加熱処理を,チタンを主成分とする種々の合金に施し,同表面
処理は各種チタン合金に生体活性を付与するためにも有効なことを明らかにした｡
4.上記表面処理を施したチタン金属上に形成されるアパタイト層は,表面から内部に向け傾斜構造を
とるので,基板金属に強固に結合されることを明らかにした｡
以上,要するに本論文は,簡単なアルカリ及び加熱処理より,高敵性を有するチタン及びその合金に生
体活性を付与し得ることを明らかにしたものであり,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よっ
て,本論文は博士 (工学)の学位論文として,価値あるものと認める｡ また,平成9年1月23日,論文内
容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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